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自治体国際化フォーラム

●（一財）自治体国際化協会（CLAIR クレア）とは
　自治体の国際化推進を支援することなどを目的とする自治体の共同組織です。
　 東京に事務局・本部を構え、ニューヨーク、ロンドン、パリ、シンガポール、
ソウル、シドニー、北京に海外事務所を設置しています。JET プログラム
事業、自治体の海外活動の支援、諸外国の地域活性化に関する情報収集、
さらには日本の地方自治体制度の世界への発信などを実施し、自治体と世
界各国の懸け橋となっています。

●JET プログラムとは
　 

●詳細はクレアホームページで！　　https://www.clair.or.jp/

JETプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業）とは、外国青年を
招致して地方自治体などで任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流推進
を図る事業です。ALT（外国語指導助手）、CIR（国際交流員）および SEA
（スポーツ国際交流員）の3種類があり、2025年7月1日現在54カ国から
5,933 人の青年が国内各自治体で活躍しています。
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大国主義の荒波を越える
～交流という箱舟～

世界の平和や繁栄の基盤たる国際秩序は変遷を繰り返してきた。戦後でも、国際連合による国際協調主
義の確立、東西冷戦とその終焉。そして今、米国という大黒柱による平和秩序「パクス・アメリカーナ（Pax 
Americana）」の崩壊…
第一次世界大戦の反省から国際連盟が結成されたものの、結局第二次世界大戦勃発を許したことから、
国際連合が 1945 年に設立され、我が国も 1956 年に 80番目の国として加盟が認められた。それから
70年の歳月を重ねてきたが、今や国連中心の国際協調主義は揺らいでいる。
世界中が注視しているのは、突如としてロシアによるウクライナ侵攻が始まってから４年以上戦闘が続
き、アメリカ・イスラエルとイランの紛争は中東情勢のみならず世界のエネルギー供給まで不安定化させ
たという現実だ。しかし国連安全保障理事会では大国の拒否権行使が頻発し、国際紛争を解決する舞台で
ある国連の限界が見えてきた。大国の指導者の考え一つで国際法や平和への願いは破られ、実力行使によ
る現状変更が常態化。大国主義のパワー・ポリティックスが跳梁跋扈している。
中国の習近平国家主席は北京を訪れたトランプ米大統領に対し「トゥキディデスの罠」という言葉を投
げかけたと報じられた。この言葉は、古代ギリシャで新興国アテネが覇権国スパルタに挑み結局 27年も
の「ペロポネソス戦争」になったと、歴史学者トゥキディデスが考察したことに因む。米国の国際政治学
者グレアム・アリソンは、覇権国イギリスに新興国ドイツが挑んで第一次世界大戦に、覇権国アメリカに
日本とドイツが挑んで第二次世界大戦につながったとしたが、米中首脳会談の会話の言葉に次の世界大戦
への懸念もよぎる。
トゥキディデスによれば、国際社会は弱肉強食の支配下にあるとされる。しかし大国の胸先三寸で世界
中が混乱の渦に巻き込まれるのが当然だとは言い切るのは不条理だろう。日本、カナダ、EU、ASEAN
など中堅国が民主主義や国際法を尊重する価値観で結束することで、世界の平穏を主導する国際社会の新
レジームを構築することも希求され得よう。これらミドルパワーだけでも、G20の GDPの半分を占め
ているのだから。大国主義ではなく国際協調主義に回帰するため、自治体同士、住民同士で紡ぐ「草の根
交流」実践こそ重要なアプローチとなる。
昨年の大阪・関西万博は国境を越えて絆を結ぶ好機だった。鳥取県も、関西パビリオンに「鳥取無限砂
丘」を出展した縁で、ヨルダン・サウジアラビア・EUなどの国や地域と「サンド・アライアンス（砂同盟）」
を結成し新たな交流が始まったほか、万博を来訪したタイ経済界の要人たちと意気投合し、バンコクでの
県産食材提供などにつなげることができた。
世界の現状では、特定の大国が圧倒的な実力でリードする平和は望み難く、国・地域・住民同士が国境
を越えて絆を結び、言うなれば、協力による平和「パクス・ペル・コオペレイショネム（Pax per 
Cooperationem）」の新国際秩序へ向かうべきではなかろうか。文化や国境にとらわれず同じ人間とし
て理解と信頼を築いていく自治体の国際交流こそ、新たな時代で人々を救う「箱舟」となろう。


